
141.昭和60年度滋賀県下に

おける発掘調査の紹介
その3

26.弥生時代後期の前方後方形周溝墓
近江八幡市浅小井町高木遺跡

高木巡跡'i、近江八幡市i災小井町に所在する弥生時

代の遺物放布地であ った。今回の側主主li、県営干拓等

農地整備事業に係るもので、 f~ 8，000m'の調査区から

弥生時代中J舗の方形周溝墓8基・土嫌 150基と、弥生

時代後期の前方後方形周潟恐 ll~が機認された。

方形周潟怒と土羽脅からは、畿内第ill-N機式の土器

が多品に出土してお 1)、同時期のV字将軍を境にして、

東側に方形周溝磁器季、西側に土岐群を形成する.

8l主からなる )j形周鴻~のさらに東側には、安土町

新聞遺跡の)j形周溝墓採が確認されておリ、広範囲の

訴の存在が推測される.

土織の中には、人~i~ゃ歯を出土するものもあり 、 土

割高必としての性絡をもつものが多数認められる.

さらに土明書群めよには、弥生時代後期iの前方後方形

崎議惑と環泌が緩かれている.

JîíJ方後 )j形周悦.~I;I:、縦長の長方形を呈した後方都

と短かい前方都からなり、会長・34.4m .最大幅22.8m

を扱1)り、幅2.8-6.8mのl.'il織がめぐる。

今回の制査では、前方後方形周i~1.'Æの約 3 分の l が

対象とな うたが、周~~巡に f!ド う主体調l若手の遺械は線認

されなかった。

前方後方形周溝墓と土t積墓群
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この周溝墓の西側から南側にかけては、環講とみら

れる遺織があり、南西部のー廊に 100個体以上の土器

(護 . ~.街杯・緑台・手tきつ形:ヒ穏など)が供献き

れていた。

この前)j後万形周古車怒と羽海li弥生11事代後期中葉の

もので、古JIt造営以前に必 lする、首長誕のー形態とし

てi足えられよう。

(脚泌銀以文化財保llli協会符崎幹也)

27. r論語J と記された習書木簡を検出

近江八幡市馬湖町勧告学院遺跡

当遺跡lま近江八幡市南西部に位:ilし、

これまで白鳥川河川改修工郁絡に1'"う

発援調査で、 5本生時代中期から鎌倉時

代にかけての集落跡が発見されている

複合遺跡である.今回鈎貸は、県営11

;湯鐙備事業綱B字、・馬i.l1:l工区パイプライ

ン数設に係るもので、パイプ.t:mぷ箇所

(綴 Zm) と工事に伴い栃土を除去し

遺構蘭が露呈する約 7∞m'を対象に実

施しt.:..そのうち給制小学佼のグラン

ドの南の水田より弥生時代中)111の方形

周講義を切る形で奈良H肘t中期(750年

頃)に廃絶した完全な井戸を-)，~検出

した。

井戸li一辺80cm、担軽さ 150cmの正方

形で、四角に角キtを立て、帆20-30cm、

長さ 150側、J1手さ 2-3cr自の似を四IJ

に立てかけ井戸枠としている。川仁か

らは、木簡の他、土総片、柳車fi、網干在、

古守中、銚の徴-y.、瓜が出土している。

木簡は、井戸枠の'"'よリ出七して必り、

縦 331rnm、;償48mm、厚さ 10酬の板で上

下の片岡に隠15mmの{JJ.t't込みがあり何

かの転用材である。盛l.!HiU，悶僚に遺存

しており、「論鰭Jr天JrillJ r筏Jr1r: 

右 J r之子J の総数21学が犯されてお

り伺ヒ字が何度も書かれているニとよ

。手習いをしたと思われる.

『論語J と明記された木簡1;1、線開

l壊滅山遺跡の他、 llJJ&.w式務省跡、ニ 出土木簡



条大路北側持母跡で出土しており 4例目である。f論語』

li当時大学祭等で定められた常用のテキストで役人の

聞では必殺害であり、登用試験等にも用いられた。従

って今回出土した木簡より 、勧学続遺跡周辺において

下級役人等の邸宅跡、あるいは郡街の存在した可能性

が充分考えられ、今後、近江八1係市周辺の地域史を採

る意味でも貧:箆;な資料といえる。

(倒滋賀県文化財保務協会仲川 鱗)

28.弥生時代末~古墳時代後期の集落
安土町中屋 中屋遺跡

中屋遺跡は、昭和60年度!泉営は場鐙備事業に伴う調

査で、昭和的年 5月-8月まで笑泌した。当遺跡I;]:j歩

々主主神社の南に広がる現在の中度集落の南方、標高92

m前後の洪綴台地の縁辺部に位置する。背後の縦山の

支絡線上には古墳時代中期~後期に相当する字詰;楽王寺山

古墳群が存在する。周辺には慈恵寺遺跡、小中遺跡等

の弥生時代末~室町時代の~落跡がある。したがって、

今回の調査地は両遺跡の純闘を線認することに主眼が

讃かれた。

検出された遺構は、~穴式住居10線、書写 1 条、土城、

不明遺機、柱穴群害事がある。

重量立式住居の平而形lまいずれも方形を塁し、うち l

械は弥生時代後期後葉、他は古墳時代中期から後期の

ものである。主役穴は4本認められる。また、 4憾で

南~の中央部に平面方形で内部は円形搬方を皇する貯

蔵穴が認められた。そのなかで、完形の土擦が多量に

出土した SB2は他に比べ、その優位性が認められる。

SB2は南北5.7m、東西5.6mを測る方形住居で主

校iま 42ド。西III中央部にカマドをもち、東~中央部に

前述の貯蔵穴をもっ。さらに、造線検出時には、炭火

材が多くみられ、この住精は火災を受:けたようである。

出土遺物は、カマド周辺から、土削i号器製、紙、高杯等

があり 、他に土師著書王室、杯、須恵総号室底部がある。時

期116世紀初頭である。

機lま竪穴式住居の南側で、北西から南東へのびるも

のであり 、住居区を区回する織と考えられる。

柱穴群のなかには黒色土器A績が出土するものがあ

るが翻盗区域外にのびるため、規模若手は明らかでない。

以上、中尾遺跡は、弥生時代末、古漬時代中身j-後

期に相当する集落であると判明 した。よって、ふ中遺

跡と同時代に属する遺跡となり 、古墳時代の住居群は

常楽寺山古墳鮮の造営時期等との関連が注目される。

(安土町教育委員会 小熊秀明)

29.多彩な木製品が出土

日野町石原 宮ノ前遺跡

本遺跡は、日野川主主熔段丘上に位置する。調査は昭

和60年度県営ほ場重苦(崩事業に伴い滋賀県教育委只会の

委託により日野町教育委員会が実施した。調査地域は

昭和59年度調査地の南西方向にあた')、現地調査は 7

月に秀吉手し10月に完了した。調査の結果、検出された

主要な通量購は沼跡 ・織跡である.7i':l跡iま幅約50m、最

深部約 204mの規模をもち、堆領土内、特に最下層よ

り須恵総(杯・波 ・淑) ・土附務(杯 ・潟杯 ・惑を)等

の土器禁自の111!.木製品が多数出土した。特に木製品には

塁走杵 ・えぶり・剣・刀 ・総 ・弓 ・矢 ・かんざし .i祭器2
椀等をはじめとする多量の加工木がみられる。古車紛:は

沼跡の北西及ぴ南東方向の 2個所で検出された。前者

iま蛇行しており約34.5m分磁認できた。深き li約1.8

-2.6 mで中央部が一段深くなっている。ニの中央部

を中心に土問緑(椀 ・牽 ・潟杯・室経)、 須恵署長(杯 ・

2延)、黒色土器(椀)、木製品(横杵 .EI~物の政)等が

ili土している。後者は弧状に湾曲した状態で約45m分

確認された。幅約 5m 、深さ約1. 2 m を ìJ~J る。地検土

内より須恵務 ・土em器 ・木製品(っちのこ・総)名手が

出土している。この他には、索織りの仮排水路よりほ

ぼ完形に近い蜜・撃を苦手の弥生土務が 7点一括出土して

いる。

本調査.で注目されるのは多怠に出土した木製品で、

武具・幾具・日用品・装飾品と多彩で、古代の生活に

おける木製品の占める佼語まがいかに家主要であるかがわ

かるであろう。特に武具は形代と呼ばれる非実用的な

もので祭犯に使用されたと思われる。このことは、土

陶器のミニチュア製品がみられる ζ とからも裏付けら

れるであろう。したがって、検出された沼紛:・燐跡、は

祭純等を行う宗教的性絡め強いものであるということ

が言えるであろう。(日野町教育委員会 日永伊久男)

~穴式住居 木製品の出土状況 掘立柱建物
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30.さらに広がる平安時代末から鎌倉時代の集落

日野町松尾遺跡

本調査は日野町の区西経理事業に伴う 事前剣査で、

*年度が穿13次調査となる。言問主主対象';1;全て都市計図

街路に当リ、先年度調資地の西側地域に、試wi調授の

結果、 4調査区を設定し、各々 E区、下区、 27区、28

区と仮称した。調査総而有~éIま約5000111'で、昭和60年11

月より実施し、現ギf凋1E継続中である。

松尾泣紛;1止、前回迄の淵盗の結果、平安H時寺代末カか‘ら

鎌念H

が、今回の調査でさらに西方へと鉱犬するよとが機認

された。

E区におけるまな検出治相'ilま掘立tiぉ:物2線、村博7

条、土機 Hきである。また.t&山の段差と平行に列して

延びるピット鮮が検出されたが、務釧lま不明である。

治物は少量であったものの、講のひと つに集中して、

土問j線 ・須恵骨量の血l、杯、空宇が出土している。なお、試

掘に必いて将軍と考えられたH音然褐色粕11土部分が存し

たが、本宮町ijjllの結果、自然地形による洛込みであるこ

とが判明し、同様の子高込みが計 4か所認められた。

FIKではj総立柱建物6線、部品7粂、土獄16i!走が検出

された。線立柱建物{ま 6線共に方f立をほぼ同じくして

おり 、4f.tJ X 4間のものが2棟、 2問X2間が3棟、

1問X 11閉が H~~である。

i遺物は多くが、土績からのもので、 SK 1 (130 cm 

X70crnの紛円形を塁し、深さ25cmを測る)よりは、土

郎総 (.IUl・1刻、黒色土器(llll・小織 ・端)、瓦鋭機、

灰飛fij宛等がiilニたしており、当i立跡を位ra付けるよで良

好な資料となろう。

なお、次年度以降にむ当遺跡、の調査を予定しており、

更によ長務の全体像が犯擬されるものと期待したい。

(目釘~Ilf]教育委員会 小西忠宏)

31.弥生中期玉造遺跡の新資料

中主町八夫 八夫遺跡

八失遺跡、は、聖子洲川北流右岸の緩扇状地中位にある

微路地上(標高約的.5m)に存在する、弥生時代前W!
ゆりから統〈複合逃跡である。今回の調査は、イ間人

の終業別倉庫建築に伴う約 200m'の事前潟交で、昨年

度調査地の北約80mに佼抗する。

検出されたまな巡梢には、弥生時代中期~古邸時代

前期の泌一条、井戸一袋、小規模な技ii立柱式と考-えら

れる建物跡などがある。この内競技区を斜めに横切る

束p_t'j方向の構は、自然流E告の多くが北i流するのに対し

来流しており、人工の水路と考えられる。針路の形状は、

現状で幅4-5川、j後さ約0.8rnで、 iじ主主(1i:俸)が

二段織、南岸(右岸)は急激に孫ち込むもので、二回

調査地全景

以上の織り躍しが椛の断而観祭によリ確認できる。当

初の総1;1;、側 3m以上、官民さ 0.5111以上の浅い弧状の

むので、出土造物より UI様式前後に開削されたものと

考えられる。 I伐材i土の多くは、灰色縦砂j荷又はシルト

'pi:砂府であり、可成りの7k訟が常にあったと考えられ、

期水路として使用されていた可能性がある。その後W

様式米に桃の右岸(集落内)側に~邸 2 . 5 -3111、深さ

約 0.901の抗日りiB:しがみられ、V機式後半-1庄内j切の

多設の土器で古μ手;腿まっており、その後改めてfhi¥られ

るニとはなかった。:ltk;fi't土はシル 卜悦リの粘土や粘質

土であり、構内の水は常に流れているのではなく祝日水

4犬態にあったものといえる。

この環涼状の71枠内からは、多読め弥生土然と共に石

包丁 ・2ゴ鍬 ・右卵lなどの布告語、鍬などの木製品の他に、

大中校法になる烈玉製の管玉来製品が出土しており 、

本i立跡、内に主迭の存犯したことが明らかとなった。こ

れによリ近江における玉造逃跡は、 1ln'洲川流域で4遺

跡、大中/湖周辺蛾で2泣跡。〉合員十6j立跡となった。

今後のJe紙調符により 、複数倍の環濠や玉造工房跡

が本巡湖、より発見されるものと期待される。

(中主町教育委員会辻

32.森ノ内遺跡より 3枚の木簡出土

中主町西j可原 西河原森ノ内遺跡

中主町教育委員会は、昭和60年度の中主町土地区岡

務辺事業に伴う、森ノ内遺跡の発J屈調査を笑施してき

た。調査の結来、敷地の北部トレンチより奈良時代末

期の榔 1列、総4糸、井戸 l器、搬立柱建物の柱穴を

多数検出した。下府から 7世-紀後半の術立柱建物2おR
と7世紀後半から 8世紀前半にかけての機7条を検出

した。

抜目立柱建物2t!lil立、桁行61制以上×染問 31湖、桁行

4間以上×梁間2隙の規模で互いに平行に隣接している。

南北構(幅 3m、淡さ 1m)の上層より 8世紀前半

の木簡が出土した。この木簡は、長さ52cm、煽 6.4cm、
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JrI-さ 0.8cmの短官官形で野洲郡内の宥カ磁族の人物名29

人をi輩記している。 r戸主石辺君玉足」、「戸主三宅巡

目It麻呂」、「戸主登美史来人J、「戸主将巡fi少/AJ等、

その多 <l:t朝鮮系の人物名である。

もうひとつの南北滞(幅1.5111、深さ0.6111)よ り7

i!!:紀後半の木簡が出ニlニした。この木簡は、長さ41cm、

1Tr.13.5cm、l亨さ0.2cmの短・附形である.これには、綜車

という人物が森ノ内逃跡にいたと.JIj'・えられるト部に宛

た指示文容で和文体で容かれているのが注目される。

『自分(椋直)の稲{主、 E5で得たので弘は帰って来

た. ト部i主、自分で舟E買を述れて布;:を取りに行きなさ

い.その布iのある所は、 「衣匁1ai干平傍五ト戸旦彼博士

土普賢内からは、黒色土器、土郎君号、灰紬掬22などが出

土しているが、このうちm色土器については、 11世紀

中頃に位泣付けられ、手法的には、いわゆる「織内」

的な乎法と、後出するj!I江の地域色を強〈示す手法と

の阿者がil~:(1:する過i度的様相を示すものであり、 j1í:泊:

の!.\~色土日持{EI)?l を A4・えるよて\良好な資料になりうる

と与える.

日 i!UIGli跡については、これまであまり発~~潟炎 1;1:

災局iされて必らず、今回の調査においてむ、生和事l'主t
や朝鮮人街道に近いことから、当初中世総務にl刻i坐す

る泣紛が検:11されるものと予想されたが、結来として

弥生時代の)j形胤総惑を検出する ζ とができたのは、

家J J である。 予怨外の大きな成'*であったと考える。

排水淋より 出土した 3校自の木町ijは、残平T長 68.5cm、 {野洲町教育委只会 議 11徒)

'1'1&7.2cm、l取さ0.5crnの消ヰしである.上段には「鳥羽
a

図」

等の納税物品、中段には「小女児困園田六日J のよう

にれ個人の人政税の数量と思われる文字が将かれてい

る.この木簡の年代1;1:、層序1剥係より 7世紀後半と考

えてよいだろう. (中主町教育委μ会総網克己)

33.弥生時代後期の方形周溝墓

野洲町宮波書;渡来遺跡

制作J也は、国鉄聖子洲.!tR.の北東約 1.5kmに所不Eする。

発抑制授は、 イldj人住宅建設計耐に先き立ったもので、

昭和60年皮肉庫補助事業の一政として災施した。制査

対[J$I.凶.fI'11ま約300m‘と小売fl.fWて・あるが、発制調査の結

娘、弥生時代中期末~後期初頭の }j形問機4謀、平安時

代後WIの土績などを検出した。方形周織~は合計 4 基

が確認されている。議査而績が隙られているため、全

容を知リうるものはないが、一辺 6-8111前後の規模

と推定される。また周溝を共有するものが多〈、周縫

には一宮B陸続部が認められるものがある。 Hl土遺物と

しては、4号方形属議墓問機内より、破3点、台付ノj、

ill~~ 1点の3十4例体のHt献土慌が帯保総されてt;I} ，ま

た1J，予万形問機器の周耳障内からも、 ItJ: l~活穿孔された受

It口状口f決裂が1点完形で出土している.この他に平

安時代後JUIの土1演がq法検出されているが、同時期の

綴立主主総物などは、今回の翻査では隊認できなかった。
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34.弥生~室町時代の集落跡

野洲町冨j皮甲 野々宮遺跡

約60.000111'に及ぶ宅地造成に先立ち昭利59年より調

査を災地している野々宮遺跡では、本王手、町道南桜永

野、線、 (0釧鮮人街道に沿った約11，∞0111'について調査

を行った.その紡来、削平を受けた微jl';j.l1l!とそのHllの

1埋没谷を明らかにすることができ 、微ir:jJ也を主として

各j切にわたる総務、事与紛:が発見された。

弥生時代後期には微同地の縁辺に伺1移住/，1;'5 HI日と方

形{主活 2仰の都合7械の住居湖、計.と付随する七弘司ゃ31'
戸、織を検出した。 {主肢には踏製石鍬やミニチュア土

器をもつむの、テラス状地設を有したものなど例々の

住居に大きさや形態、出土逃:物の上で絡差が見受けら

れる.

古幼時代後期~飛鳥時代にかけて{， 2つの住病訴が

捉えられ北側の微路地でZ棟、南で6練の雪量穴住民を

検出した.市の{主1，+群は南北方向の住居・が微r.1地の紋

瓜部に添ってJ，ltj1可に列をなして築かれており、その縁

辺には1;可一前hのよ面i立紋建物(21別X311¥])' 2fJl!も検:H

されているo :1¥上逃物には裂、杯、鉢、鍋絡め日常幸(jj

総のほか、紡錘111や数件のJi(sされた夜中など{， /1.1-1:し

ている.野々宮itt跡の特徴は限定された立地条件のrl'
で、小単位ごとの集落織成が把握できる点にあリ今後

更に結納な検討を加え、各Mの築務{象を明らかにした

い. (野洲町教育委員会進必 武)

35.掘立総柱建物跡より円菌硯出土

野洲町下々線遺跡

L 舟米よリ 5!]・iJtl病院の南側2400m'の~~MlW.J殺を災地

した。

今回 、 大きく上 ・ 下二J~ に分けて絢迭を災総した。

上層では、主に 7・8世紀代の泌総を検出した.中

でも 4tnlx 4聞の綴立総住建物跡(S B 101 )を検出



T々編~;l[陣

下・;l[IO鰻略国

下層遺稿概略図

し、その主主穴の中 より7世紀終末から 8世紀初頭に相

当する円商事免が出土した。同商視は野洲町内では小i篠

原遺跡で一点でており 2例目である。その他には、南

北方向に伸びる微i弱地を発見した。上層よりのまな出

土遺物には、灰利・線利 ・青磁等が出土しており、特

にi狭湾とフイゴの羽口とみら九る管状の土製品が 2点

出土している。

下層では、方形周溝議H在、古墳時代前期の笠穴住

居跡3棟、 7世紀中頃の竪穴住居跡 3線、 7世紀末の

繍立総柱建物跡2棟、古墳時代中期の潟などを検出し

た。

方形周溝慕は、一定の間隔をあけて3基検出した。

S X1302、303は周潜より弥生時代後期初頭とみられ

る蜜形ニヒ骨量が出土している。下々塚遺跡では大行事神

社東側の貌査で多量の土務を伴う後期中頃の織を検出

していただけで今回初めて明機な遺精を検出した。

掘立総:柱建物跡は、 3間X 3闘を 1練と、その北側

にもう l練 (規模不明)検出した。

上層の建物跡を合せて 2鮮の建物跡が検出さ 札たが、

都街跡、等と推定されている小篠原遺跡や東Lui縫の推定

ルー トがすぐ北側を巡っていることから、ぞれら との

関連が考えられる。(野洲町教育委員会杉本型車、遊)

36.平地に位置する後期古墳

12m 

石室実測図

野洲町北桜塚の本古墳

l副場務倣尽き震に伴う 北桜

地域の発機絢査は、本年度

が最終年の~7 次調査とな

る。本年度の鍛造5は、現北

桜集落の北側、三上山の来

館に面した地域 (A地区)

と、先年度一部試燭綱査を

実施した、近江富士回地に

機敏ずる地域 (B地区)の

2か所、言十45000[げが対象

とな った。 本王手!支の鈎ヨをで

は、集落に関連する遺織に

ついてはほとんど見るべきものがなかったが、8地区

において古境を 1基調査している。古績は、従来より

花樹岩の右組みが露出しており、塚の本古墳と呼称さ

れている。封土はまったく残存しておらず、石室も、

天井昔日はもとよりかなり破壊されているが、調査の結

果石室の基底部は比較的良好に保存されていた。石室

のプランlま爾裾式の繊穴式石室で、羨道部は南に関口

する。石室の全長2.5m 、全幅1.3m を測る。~鐙li花

陶器の一枚岩で斜めに歪みE己資されているため、石室

プランは長方形でなく台形状を呈する。また閉塞石も

一部残存する。有吉室の床商l立会商に主幹大から人頭大の

奇襲を数きつめている。供獄遺物1;1:、西安に沿った書s分

から多く出土しており、全て須恵様である。この他に

も南東階付近からも須恵器台付長類賓が 1点出土して

お9、いずれも現位澄を保つ。務畿は、事E杯が多くま十

10点、この他に長級査を 1点、 台付長類愛 1点、長関l二

段目Jj:1司~ 1点、が認められる。これらの須E広務は、手法そ

の他の特徴から、問一工人の製作による一括遺物とし

て捉られ、時期的には飛鳥 I期に上じ定される。北i桜t也

妓には総数60~主前後の後期古漬の存在が知られている

が、いずれも山麓部に所在 しており、塚の本古墳のよ

うに平地に位設するものは認められない.いずれにせ

よ北桜地紋に必いて、笑際に発郷調査された古績は、

本古事者がはじめてであり 、食重な知見であると蓄えよ

う。 (野洲町教育委員会森 除)

37.白鳳~奈良時代の寺院跡か
，野洲町北村北東廃寺

交通安全地殻工事に伴う発揚調査で従来北東述lI1F(

散布地)としていた地点ょっ白鳳時代~奈良時代の寺

院跡か と，思われる跡が検出できた。地元ではこのあた

りを瓦擦と呼んでおリ 10年以前のは場整備により多数

の瓦の出土をみていたところ で、以前のtI!l図て"は南北

地訓の残る 2町四方の南西附に大量の瓦を出土した泌

カ《あたっている ζ とカ汁っかった。

(鵬滋賀県文化財保護協会 水戸 wi奔)

38.パレススタイルの壷が出土

栗東町高野県道高野遺跡

県道守山ー高野線に伴う発織調査で14mX70mの部

分において実施した。結果庄内期から布fl1其)lの竪穴住

居閥、が合せて6t耳目みつかった。はかにはパレススタイ

ルの玉置が出土 している土機等がある。また1li!!:紀末代

の綴立杖廷物群や 6世紀末-7i!!:紀にかけてのj得、江

戸時代の潟等が問JI寺に検出できた。

(側滋賀県文化財保綾協会木戸 旅寿)
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39 古墳時似集 落跡 | 
栗東町高野禽野遺跡|

調査は、琵琶湖大総有料道路建設工事に伴うもので

前年度翻護区の北側先線、約20mX230 mを対象 とし

て、昭和60年 5月から10月にかけて笑施した。

その結果、竪穴住居跡 ・掘立柱建物跡 ・17形周潟纂

をはじめ主した多数の巡織が検出され、また、それら

遺構鮮は調査区の北部と南部の 2群に分かれて集中す

ることが予震認された。

調査区北部の遺構には、古墳時代後期を中心と した

竪穴住居湖沼Z練 ・ 平安時代後期の土品持基等がある。~

穴{ま居跡のうち 61.比紀後楽以降のものには、 良好な状

態でカマドがi霊存しているものもみられた。カマドに

は長い煙道をむつものが呂立ち、住居の北辺あるいは

東辺に作りつけられている。また、ごiこ燃やピット中ょ

っ、移動式tJ7ドめ破片も出土している。受穴住居跡

のうち 4棟は 7i!t紀末葉まで時期の降るものであり、

7世紀前築以降、この時期までの盟主穴住居跡および遺

物については確認されなかった。平安時代の土器建議li

会長約2.8m、幅約 1m、深さ約0.6mの規模のもので、

焼石 ・黒色土総椀2点 ・土師肌1点 ・土師小皿8点の

出土をみた。

需品3I区南帝1)からは、方形周泌主主 .1.属立を主M!物跡など

が検出された。方形腐構築主体部については慨に削平

を受けており、間認可内からも供献土器などの出土はみ

られなかった。掘立柱建物は2t!l!予定認きれ、そのうち

一方のものは、柱摺形内出土土若草より 8世紀後半代の

時期が想定される。南部iの遺構r.宇については、前年度

の例1f.区や、楽*1町調査の岩拘Uj意跡の逃械の:frl:がりの

なかでとらえられるものである.

以上、主要澄総を概観してみた。本遺跡1:1古墳時代

以降、断続的lこ形成されたキ美様であり、当地において

の集予容の康衰-を伺う 上で貧重な資料を呈示するもので

ある。(糊滋貿県文化財保5車協会平井 美典)

進機 校出状況

40.琴状木製品出土

守山市笠原町笠原筒遺跡

県道笠原~荒見線に伴う発繍調査で米関長日の遺跡で

あった。富司3益区の.長さ 200mにわたり 弥生時代終末一

古墳時代初頭にかけての綴立柱建物群を中心に井戸、

河道、土1虞等が多数検出されている。特に河遂とおぼ

しき 5m闘の滋からは鍬 ・鋤さ撃の犬量の木製品 ととも

に弥生時代終末ー古墳時代初頭にかけての土器が出土

している。また'侍に、 川底より祈り震なるように琴状

木製品が出土している。遺鱗は柱を践す柱穴3洋、緊縮

め井戸がある。他の時代のものと しては宋銭、銅製の

鍔殺を出した 中世の泌がめる。

(側滋賀県文化財保護協会木戸雅努)

41.中世の集落跡

守山市山賀町・杉江町地先杉江遺跡

新守山川改修工事に伴う事前絢:s:として笑施してき

た杉j江i笠街、の本館i翻まをも本年度で2SF13を迎え、前年

度に引き続き 中i!t集落跡、を中心として調査を進めた。

今年度は、 i通称浜街道から下流へ向けての約 170mの

区間について調貨を行った。以下に、その慨華客を記す。

掘:状遺構 ・自然流絡で区画された自然堤防を利用し

た2か所のi荷台部と 、それらに隣按した低位部には、

それぞれ2部の中世法機商が検出された。各遺構聞は、

掘立性主11;'-後1・倉庫 ・土岐誌 ・井戸 ・総宅手の遺構で構成

さ札る。今回も前年同様の大型磁石建物を検出したが、

|鋒桜する器車内から宮家当期の瓦を若手ではあるが出土し

ているため、1[.主革担3物であった可能性もある。造物と

しては、土sip質土若手 ・黒色土器を主体として、信楽 ・

常総?の獄鉢 ・ζね鉢 ・大裂や、号寄磁 ・白磁の輸入陶継

器類、瓦質陶務害事多犠多様である。また小片てーはある

が、 m.石製の石鍋も出土している。 7-8世紀代の須

怒君主も出土しているが、造機{ま削乎されているのが見

受けられない。

浜街道沿では、布留式併行期の土絡を検出した百年 ・

土嫌が検出された。隣接する旧河道からは、この時期

の土絡の出3こがあったが、遺椴l.;J:i検出されていない。

したがって、下層進織と して存在が想定されていたこ

遺憾検出状況

め逃械I商1;]:、l明

らかに存在して

いたが、あくま

でも部分的にし

か残存していな

いく二とが判明し

た。(腕滋然保

文化財保設協会

小竹森直子)
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